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『万葉集とは？』

現存最古の歌集
★最終的な成立は奈良時代後期か
★編纂開始は持統・文武天皇の時代
（７００年ごろ）

★全２０巻
４５００首あまりの歌を収める



『万葉集』の時代（４期区分）

第１期（初期万葉）
舒明朝（６２９年）～壬申の乱（６７２年）

第２期（柿本人麻呂の時代）
天武朝（６７２年）～平城京遷都（７１０年）

第３期
平城京遷都（７１０年）～天平５年（７３３年）

※山上憶良の死

第４期（大伴家持の時代）
天平５年（７３３年）～天平宝字３年（７５９年）

※万葉集最終歌
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『万葉集』とその歌の特徴①
作者層の広さ

★天皇をはじめ皇族の歌（初期万葉）
天智天皇・天武天皇・鵜野皇女（持統天皇）・
有間皇子・大津皇子など
額田王（宮廷歌人の萌芽）

★宮廷歌人の歌（第２期～３期）
柿本人麻呂・山部赤人など

★貴族層の歌（奈良時代）
大伴旅人・山上憶良・大伴家持

★東歌・防人歌
★乞食者の歌



『万葉集』とその歌の特徴②

★歌のジャンルの多彩さ
儀礼的な歌 旅の歌 季節歌 宴席歌
恋の歌
伝説歌
死を悲しむ歌（公的挽歌・私的挽歌・辞世歌）
戯笑歌 物語的な歌
地方の歌
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『万葉集』の三大部立て

★雑歌
公的・儀礼的な歌 季節歌 旅の歌

★相聞
消息をたずねあう 恋の歌

★挽歌
人の死に関わる歌
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歌＝心情の「容れ物」
「共感」を生み出す装置

※「共感」≠作者の心

古典＝様々な時代の様々な人々の「共感」
を経てきたテキスト

※古典 古い文献

古代和歌を読むこと＝実は自分の心を読むこと

古典を読むとは？


